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戦後復興の地で「聴く」を探求する―広島県福山市での調査研究合宿

(C)研究会合宿・研究会が主体となった学術交流活動

清水唯一朗研究会(オーラルヒストリーゼミ)

概要

活動期間：2024年9月16日(月)～9月18日(水)

活動場所：福山市市民参画センター

　合宿では三日間にわたり、研究会に所属する学生全員の個人研究プロジェクト発表を行っ

た。11月に開催される ORF での発表に向けて、研究をより良いものにデザインすべく集中

的に学生同士が議論し合い、「聴く力」を身につけ、それぞれの研究を深めていくことを目

指した。加えて、「福山聞き書き人の会」の方々との交流により、聴くことを身近におくこ

とについて全体ディスカッションを行った。

研究発表について

　研究は2日間に分割して行われた。発表者

以外は3つの聞き手グループに分かれ、発表

者は30分ごとに指導教員との一対一グルー

プを加えた4つのグループを順番に移動し、

30分×4回の発表を行う形式をとった。発表

者は事前にA3用紙で発表用の資料を作成し

共有フォルダに格納した上で、人数分印刷し

配布した。補足資料があれば随時共有フォル

ダに格納し、自由に閲覧可能な状態にした。

普段個人研究として進めており、全く同じテーマを持っている人はいないため、別の観点か

らの指摘を得ることができるディスカッションは大変有意義だった。研究対象は異なって

も、調査手法やRQの立て方、整理方法などは類似しているため、それぞれの知見をもとに

意見を出し合い、双方に学びのある時間となった。



聞き書き人の会の方々との交流

　研究発表を終えた三日目に、福山聞き書き人の会の方にお越しいただき、地域の語りを残

すこと、それを本としてまとめること、また日頃ゼミ生が行っているインタビューとの違い

について議論を行った。ゼミ生と聞き書き人の会の方6名を4つのグループに分け、事前に

共有いただいた語りの資料などを元にディスカッションを行った。その後、各グループでの

ディスカッションをふまえて全体ディスカッションを行った。有志が集まって「聴く」こと

に、ゼミ生の「聴く」とは異なる関心や意義を感じた。また、団体として聴いている人の話

を聴くことが、普段個人で聴いているゼミ生には新鮮に感じられた。聴くことを日常にして

いる福山の方々を見て、聴くことがどう社会に繋がり還元できるか、自分たちの将来像を考

える機会となった。
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